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Abstract 

89 

During the period between October 1 and 20, 1998, we made an investigaiton on Paragonimus and 

paragonimiasis in Nepal. A total of 346 freshwater crabs belonging to two species were collected at 

hill areas; Kotyang and Judhigaon, located at the north-east of Kathmandu. 

The crabs were classified and grouped by species, sex and their carapace width, and minced with 

scissors, and put in artificial digestion fluid for several hours. After washing and filtration, the 

sediments were examined for metacercariae under dissecting microscope. Three hundred and one 

freshwater crabs collected from Kotyang harbored 5 Paragonimus metacercariae. No metacercariae were 

found in freshwater crabs collected from Judhigaon. Five metacercariae recovered were transferred to 

Kyushu University, Japan for detailed observation and experimental infection. 

One parasite-free male dog, weighing 12. 7 kg, was used for the experimental infection. The dog was 

infected by feeding a capsule in which 5 metacercariae had been packed. Paragonimus eggs were 

positive, by stool examination with formalin ether sedimentation technique, 105 days postinfection. 

The dog was autopsied 106 days postinfection. Three mature adults were removed from the cysts in 

the lungs. The flukes recovered were provisionally identified as Paragonimus skrjabini. 

The fact that the freshwater crabs were proved to be naturally infected with Paragonimus 

metacercariae is the first discovery in Nepal. More detailed studies should be needed in the near 

future. 
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緒 I

□
 

肺吸虫症paragonimiasis,pulmonary distomiasis 

は肺吸虫属 Paragonimusに属する吸虫によっておこ

る。本症は我が国をはじめ朝鮮半島，中国，フィリピ

ン，インドシナ，タイほか，アジアに広く分布する重

要な寄生虫疾患として知られている。一方，中南米や

アフリカ諸国においても新しい種類の病原虫やそれら

による本症の発生が次々と認められている。本症は病

像が結核に類似することから，かって我が国では結核

と誤診され，長期にわたって結核の治療を受けた人も

多い。その後，同様のことが中国やインドなどにおい

ても認められた。また，東南アジアからアメリカに渡っ

た難民やアフリカ諸国の内戦による難民の中にも多数

の患者が発見され，本症は広く世界の各地で注目を集

めるところである。

1965年，ネパールにおいて血痰をだす患者，または

肺結核として治療中の患者から肺吸虫卵が証明された

が叫その後の研究は皆無である。病原虫の種類，生

活史や人への感染経路など寄生虫学上のことも，病像

や疫学など医学，公衆衛生上の事実も全く明らかにさ

れていない。これらは寄生虫研究上，極めて重要であ

るばかりでなく，結核患者の多い同国において医学，

公衆衛生上，その解明が急がれる。また，本症が食物

由来の感染症であることから，側面的にはネパールに

おける各部族の食生活を探ることにもなる。著者らは，

文部省国際学術研究「正常血圧集団の食塩感受性とそ

の遺伝学的比較研究」の研究班に参加して肺吸虫の調

査研究を行った。

材料および方法

1.サワガニ類における肺吸虫メタセルカリアの検索

調査は， 1998年10月 1日から20日まで， Kath-

mandu東北に位置する Kotyang（海抜約1,350m)2) 

および Judhigaon（海抜約650m)の二つの山村の

渓流，水田沿いにおけるサワガニの採集から始めた。

採集したカニは2種と推定された。殻幅の計測雌

雄の記録を行った後，一定数ごとにプールした。人

工消化液による消化法によって，その体内における

肺吸虫メタセルカリアの検索をした。得られたカニ

はKotyangにおいて301個体， Judhigaonにおい

て45個体，総計346個体であった。サワガニの種同

定はシンガポール大学の Dr.Ngに依頼した。

2. メタセルカリアの終宿主への感染実験

メタセルカリアの検索後，九州大学動物実験施設に

おいて，メタセルカリアをイヌに経口的に感染させた。

実験に用いたイヌは推定年齢 1オ， 12.7kgの雄であっ

た。経口感染させたあと， 90日目および105日目に検

便を行って虫卵の検索を行った。虫卵証明後，イヌを

解剖して肺吸虫によると思われる臓器病変を検索した。

結果

調べたカニのうち， Kotyang産のカニ（図 1:左

上）から 5個体の肺吸虫メタセルカリアが見出された

（図 1:右上）。これはネパールで見出された最初の肺

吸虫メタセルカリアである。今回，メタセルカリアが

見出されたカニの殻幅は 20mm以下の小型のもので，

大型のカニからは見出されなかった。得られたメタセ

ルカリアは生理的食塩水，低温下で，我が国へ運び，

帰国後それを顕微鏡下で観察した。

メタセルカリアは，ほぼ円形，膜に覆われ，中心に

大きな黒色に見える排泄嚢があった。両側には螺旋状

の腸管があり，大きさを除外すると典型的なウエステ

ルマン肺吸虫型のメタセルカリアであった。しかし，

大きさは440-450μm x 430-440 μmとウエステルマン

肺吸虫に較べ大型で，ウエステルマン肺吸虫とは別の

種である可能性が大きいことが示唆された。

なお，検査したカニからは不明の小型（図2:上）

と卵形（図2:下）の2種類の吸虫メタセルカリアが

見出された。ラットに感染させ追求中であるが，現時

点ではその種類は不明である。

メタセルカリアをイヌに経口的に感染させた後最

初の検便は感染後90日目に行った。しかし虫卵は見出

せなかった。第2回目の検便を105日目に行ったとこ

ろ，大便 lg中にほぼ 1個の肺吸虫卵を証明した。そ

こで106日目にイヌを剖検した。胸腔，腹腔には遊離

の虫は認められなかった。肝臓には肺吸虫によると見

られる病変はなかった。そこで肺臓を取り出し，詳細

に調べると，左肺の上葉に 1個，中葉に1個の肺吸虫
によると見られる病変を認めた（図 1:左下）。その

病変の内部には繊維性の虫嚢があり，その切開により，

上葉の虫嚢から2個体の，中葉の虫嚢から 1個体の肺

吸虫成虫が得られた（図 1：右下）。

取り出した成虫は淡紅色を星し，体を伸縮させ活発

に運動した（図 1:右下）。最も伸長したときの体長

は10mm以上に逹した。これらは，詳細な形態を観

察するため 70％アルコール中で圧乎したが，未だ詳

細な検討は行っていない。外側からの概略的な形態観
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図 1 （左上： 肺吸虫メタセルカリアが見出された Kotyang産のカニ）

（右上 ：カニから得られた肺吸虫メタセルカリア）

（左下：肺吸虫実験感染イヌの左肺中葉にみられた虫壼腫）

（右下 ：実験感染イヌから得られた肺吸虫成虫）
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図2 （上：小型のメタセルカリア）

（下：卵形のメタセルカリア）

察からは，暫定的にParagonimusskrjabiniと同定する。

なお，今回の調査で採血した住民の血清は，肺吸虫

症の抗体検査のため国立感染症研究所へ送付している。

考察

これまでアジアで20種以上の肺吸虫が新種として記

載されているが，その中には独立性の疑わしいものも

含まれ議論の余地のあるところである 8)。これまでの

研究から，我が国はじめアジアで最も重要な病原虫と

考えられている種は，ウエステルマン肺吸虫 Parago-

nimus westermaniである。最近，この肺吸虫の染色

体の観察から，それに 2型のあることが明らかとなっ

た。すなわち精子形成の盛んな両性生殖をいとなむ2

倍体型と，精子形成のない単為生殖を営む3倍体型の

2型の存在が証明された叫我が国や中国には両型が

分布するが，東南アジアからは2倍体のものしか知ら

れていない。また，形態的に同じで核型も同じ 2倍体

の虫でも， 日本産のものと東南アジア産の集団の間で

は，生物学上の差異のほか病像にも違いが認められて

いるので，形態的に病原虫の種類を同定するほか核型

や遺伝的関係も明らかにする必要がある 3-6)。中国や

東南アジア諸国では全く別の種が病原虫として重要視

第22巻

されているものもある 8)。今回報告した肺吸虫メタセ

ルカリアはネパールで見出された最初のものであるが，

前述のとおりネパールにおいては病原虫の種類は不明

のままであり，その解明が急がれる。

本症はもともと人畜共通の疾患で， ヒトのほかイヌ，

ネコ， トラやヒョウにも成虫が寄生する。これらの終

宿主から排出された虫卵は水中で孵化しミラシジウム

となる。この幼虫が水中を遊泳して第 1中間宿主カイ

であるカワニナ類に侵入すると幼虫のまま発育と増殖

を繰り返し，スボロシスト， レジアの世代を経て多数

のセルカリアになる。このセルカリアが第2中間宿主

カニ体内に入るとその筋肉や鯉の中で被襄してメタセ

ルカリアとなる。この幼虫の寄生しているカニの生食

または不完全な調理による摂食により，幼虫は経口的

にヒトや動物の体内にとりいれられる。幼虫は体内を

移行し最終的には肺の中につくられた虫毅内で成虫と

なる。虫嚢から取り出された成虫は，雌雄同体，体

内に卵巣および精巣をもつ。カニに寄生している

メタセルカリアが，この虫にとって好適でない宿主

para tenic hostにとりいれられた場合には，幼若虫

のまま長期にわたって筋肉内に静止し寄生している。

我が国では山野で捕獲されたイノシシの筋肉内に幼若

虫が見出された事実もあり，イノシシの剌身を食べて

感染したと考えられる患者も発生している。これは本

症の新しく認められた感染経路として注目される冗

東南アジアでは 1頭のトラの肺から千数百個体の肺吸

虫成虫が得られた例があるが叫 これはトラが直接中

問宿主カ二を食べたことによるというより，幼若虫の

寄生する小型哺乳類を摂食し続けた結果，二次的に多

数のものが感染したと推定される。従って，ネパール

においても， ヒトがカニを摂取することから直接感染

する経路のほかに， paratenic hostを経由しての感

染も考慮する必要があると思われる。

終宿主に経口的に感染した肺吸虫メタセルカリアは，

小腸で脱嚢し腹腔にでる。ウエステルマン肺吸虫の場

合，幼虫は一度腹壁筋にはいるが，約 1週間後ふたた

び腹腔にあらわれ，横隔膜を穿通して胸腔に移行する。

そして肺に侵入，肺実質内に病巣をつくり，その中に

寄生する。周囲の組織はこれに対して炎症反応，特に

好酸球性浸潤をおこし繊維性の虫嚢をつくる。虫嚢内

の成虫が成熟し産卵した場合，虫卵は患者の痰か大便

中に排出される。これまでのネパールの Tansen地区

における調査では，血痰を出す患者178名中17名 (9.6

%），肺結核として治療してきた患者423名中12名

(2.8%)から肺吸虫卵が証明されているので叫同国
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にはかなり多数の肺吸虫症患者がいると推定される。

成虫が肺に寄生した場合，咳，血痰の症状を呈し肺

結核肺炎などとまぎらわしい。幼若虫の移行する感

染初期においては，腹痛胸痛や心悸充進を訴えるこ

ともある。里症の場合，呼吸困難を訴えるものも多い。

さらに，成虫は肺以外の臓器に迷入，異所寄生するこ

とがある。脳内に侵入して，てんかん様発作，痙れん，

失明など各種の神経症状をおこす。このほか，眼寓，

腹壁腸管膜，リンパ節，大網膜，腸壁，肝臓，皮下

などに異所寄生がみられる。肺吸虫の種類によっては，

ヒトでは肺に寄生せず，通常，異所寄生するものもあ

り，患者の検索に当たっては病像の把握も重要である。

結 語

1998年10月，ネパール王国Kathmanduの北東部約

30kmに位置する KotyangおよびJudhigaonの2村

で，淡水産カニにおける肺吸虫メタセルカリアの検索

を行った。 Kotyangにおいて調べたカニ301個体から

5個体の肺吸虫メタセルカリアが見出された。これを

イヌに経口的に感染させ， 106日目に解剖し調べたと

ころ，肺の虫嚢から 3個体の成虫を得た。今回，見出

された肺吸虫メタセルカリアおよび成虫は，ネパール

において初めてのものである。これらの分類学的研究は

現在行われているところである。暫定的に Farago-

nimus skrjabiniと同定する。今後，寄生虫学的事項

の解明とともに，血痰を出す患者や肺結核と診断され

た患者などの検痰または検使あるいは血清学的検査に

より，肺吸虫症患者を検索することは極めて緊急かつ

重要なことであると考える。
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